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Kobe Portisland Topics

平成29年10月31日に日本政府観光局（JNTO）から発表された平成28年「日本の国際会議開催件数」によると、
神戸市では260件の国際会議が開催され、全国4位となりました。
平成27年の113件と比較して件数は倍増し、順位も8位から4位へと飛躍的に上昇しました。主な内訳は、医学・
科学技術関係が149件で全体の約6割、社会学関係が65件で約3割を占めています。
またICCA(国際会議協会)*1 による平成28年の世界ランキングでは、神戸市は世界120位（21件、国内5位）となり、
こちらも平成27年の191位（13件、国内8位）から大幅な伸びを見せました。
*1　国際会議協会（International Congress and Convention Association : ICCA）：アムステルダムに本部を置き国際会議の開催状況を収
集・発信している国際機関。世界90か国の約1,000団体の業界関係者が所属しており、年1回発表される世界の国際会議開催件数は、世
界全体の国際会議開催状況を把握する統計として注目されている。

神戸は1996年（平成8年）に様々な特典サービスをパッケージにした国際会議誘致プロモーション『MEET IN 
KOBE 2000」（※現「Meet in Kobe」）を日本で初めて開始しました。
この度、今後より一層のMICE誘致につなげていくた
めにもサービス内容を見直し、より利用しやすい充実
した内容になりました。神戸での開催をご検討中の方は、
是非この機会にお問い合わせください！

国際会議 開催件数の都市ランキングにおいて
神戸市が全国４位に上昇！

さらに、開催支援サービスを充実しました！

神戸観光局ではMICEの誘致力を強化するため、平成28年に組織を改編しMICE誘致部を立ち上げました。
同部署には、大学や研究機関との連携を専門的に担う人員を配置し、主催者との連携を深める取り組みを行っ
てきました。その結果、より多くの情報を収集できるようになったことが、今回の件数増加につながりました。
なお、全国的な傾向としても国際会議開催件数は前年比9.6％増の 3,121 件となっており、日本の国際会議
への総参加者数は、186.1 万人、うち外国人参加者数は、21.4 万人となり、初めて20万人を超えることとな
りました。

MICE誘致力を強化しています！

資料：神戸市における国際会議開催件数の推移
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※国際会議の場合、日本を含む２カ国以上から20名以上の参加があること。
※国内会議に付随する国際セッションの場合、総数20名以上、かつ外国人10名以上の参加があること。

ポートピア'81記念基金補助金

神戸市内で開催されるもの１

主催者が非営利団体2

参加者300名以上3

参加国５カ国以上（日本を含む）海外からの参加者100名以上4

会期３日以上5

　 ～ 　の要件を満たす会議について審査を行い、国際会議A、国際会議Bとしてサービスを提供します。１ 5

国際会議B　 ～１ 2

国際会議A　 ～１ 5

国際会議A 500万円　国際会議B 200万円 【会議開催総事業費の5％が上限】

国内会議等補助金
⒈ 神戸市内で開催されるもの
⒉ 主催者が非営利団体
⒊ 参加者1,000名以上の全国的な
 会議（半数は市外から参加）

⒋ 会期2日以上

最大 200万円

展示会開催助成
⒈ 神戸市内で開催が初となるもの
⒉ 会場使用平米1,000㎡以上の
 展示会

⒊ 準備日を含め2日間以上

最大 50万円
（公財）中内コンベンション
振興財団による助成金

2 日本酒または神戸ワイン提供

6 観光案内ボランティア・日本文化体験ボランティア

※1~4は国際会議A・Bにのみ提供となります。

 1  ウエルカム看板の提供　
 2 日本酒（鏡割り用の菰樽）または神戸ワイン（上限50本）提供
 3 コングレスバッグの提供 　
 4 海外からの参加者への記念品の提供
 5 神戸プロモーションビデオ・画像の無料提供
 6 観光案内ボランティア・日本文化体験ボランティア
 7 公開講座開催の広報支援 
 8 神戸らしいアトラクションの紹介
 9 次期神戸開催に向けてPR活動の支援
 10 各種マップの提供
 11 観光施設や買い物での割引優待VIPクーポンの提供
 12 会場内での観光インフォメーションコーナーの設置

※

神戸市をはじめとする兵庫県内のコンベ
ンション誘致の支援を目的に設立され、国
際会議・国内会議への助成金交付と開催準
備金の貸付を行っています。

お問い合わせ先
（一財）神戸観光局　MICE誘致部
TEL：078-303-0090

・ポートピア81記念基金補助金
・国内会議等補助金 との併用申請可
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会　期／ 2018年5月28日（月）～31日（木）　（水中ロボット競技会および「新発見！！ 海のせかい教室」は5月27日（日））
会　場／ 神戸国際会議場 ： 基調講演、テクニカルセッション（聴講には有料参加登録が必要です）
 神戸国際展示場2号館 ： 展示会、出展者プレゼンテーション、海洋科学技術セミナー、
   学生ポスターコンペティション
 ポートアイランドスポーツセンター：水中ロボット競技会
 神戸海洋博物館 ： 「新発見！！ 海のせかい教室」
主　催／ The Consortium of the Japanese Organization for Techno-Ocean 2018※
 IEEE / Oceanic Engineering Society（IEEE / OES）
 Marine Technology Society（MTS） 
 （※構成団体：IEEE/OES日本支部、MTS日本支部、
 　 国立研究開発法人 海洋研究開発機構、一般財団法人 神戸観光局、テクノオーシャン・ネットワーク）
実行委員長／ 

「OCEANS’18 MTS/IEEE Kobe / Techno-Ocean 2018」は、海洋に関する幅広い分野の産学官関係者の横断的な分野を超え
た交流、新たなパートナーシップの構築、情報交換、また、展示会においては海洋技術や製品の展示、情報発信、ビジネス
マッチングを目的として1986年より神戸で隔年開催されてきた国際コンベンションで今回17回目となります。今回はアメ
リカに本部を置くIEEE/Oceanic Engineering SocietyとMarine Technology Societyが主催する国際コンベンション「OCEANS」
と合同開催いたします。
本大会のテーマを「Ocean Planet It’s our Home」とし、基調講演では国内外のトピックスについて3人にご講演をいただ
きます。また、過去最多の投稿数となる900を超えるアブストラクトの中から採択された31か国688編が、当日発表される
予定です。併せて、選定された国内外の15人の優秀な学生たちによるポスターコンペティションも開催されます。
展示会（入場無料）では、国内外の103社・団体が製品、情報、技術、研究成果を展示します。
また、会期前日の27日には、水中ロボット競技会（見学無料）、日本を代表する国立研究開発法人、独立行政法人のご協
力を得て青少年向け事業「新発見！海のせかい教室」（事前申込必要）を開催いたします。
専門家の方々だけではなく、一般の方々にも楽しんでいただけるよう多様なプログラムをご用意し会場でお待ちしており
ますので、是非ご参加ください。

過去最多の論文投稿数で
OCEANS’18 MTS/IEEE Kobe / Techno-Ocean 2018 開催！

ホームページ　http://www.oceans18mtsieeekobe.org/

＜Local Topics for OTO’18＞
 1 Ocean and Space Technology Collaboration
 2 Ocean Natural Hazard Monitoring and Social Implementation
 3 Acoustic and Optic Cooperative Application for Underwater 
  Sensing and Communication
 4 Fisheries, Aquaculture and Aquatic Life Related Technologies
 5 Marine Renewable Energy and Environmental Assessment
 6 Ocean Resource exploration Technologies
 7 Sub-seafloor Engineering and Operations (Drilling, Coring, 
  Monitoring and Mining)
 8 Coastal Zone Management Applications
 9 Marine Law and Policy for Sustainable Ocean Development

＜General OCEANS Topics＞
 1 UNDERWATER ACOUSTICS AND ACOUSTICAL OCEANOGRAPHY
 2 SONAR SIGNAL / IMAGE PROCESSING AND COMMUNICATION
 3 OCEAN OBSERVING PLATFORMS, SYSTEMS, 
  AND INSTRUMENTATION
 4 REMOTE SENSING
 5 OCEAN DATA VISUALIZATION, MODELING, 
  AND INFORMATION MANAGEMENT
 6 MARINE ENVIRONMENT, OCEANOGRAPHY, AND METEOROLOGY
 7 OPTICS, IMAGING, VISION, AND E-M SYSTEMS
 8 MARINE LAW, POLICY, MANAGEMENT, AND EDUCATION
 9 OFFSHORE STRUCTURES AND TECHNOLOGY
 10 OCEAN VEHICLES AND FLOATING STRUCTURES

■テクニカルセッション　トピックス

◆出展者一覧　※出展内容を含む展示会詳細については https://www.techno-ocean.com/oto-18-1 をご覧ください。（50音順） 103社・団体
IEEE/Oceanic Engineering Society(IEEE/OES)
あおみ建設株式会社
株式会社アクアサウンド
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
株式会社イーエムエス
INESC TEC
Institute of Oceanography, Shanghai Jiao Tong University
International Submarine Engineering Ltd. / 深田サルベージ建設株式会社
株式会社エス・イー・エイ
株式会社エスイーシー
公立大学法人大阪府立大学
株式会社大本組
株式会社オキシーテック
株式会社OCC
OCEANS'18 Charleston
OCEANS'19 Marseille
OCEANS'19 Seattle
OCEANS'20 Singapore
Oceantech Co., Ltd.
国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所　海上技術安全研究所
国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所　港湾空港技術研究所
国立研究開発法人海洋研究開発機構
株式会社海洋先端技術研究所
海洋電子株式会社
国立研究開発法人科学技術振興機構
川崎重工業株式会社
環境システム株式会社 / 松江土建株式会社
株式会社環境総合テクノス
株式会社キュー・アイ
極東貿易株式会社
グレンエア
GEOMAR Helmholtz Centre For Ocean Research Kiel
鉱研工業株式会社

株式会社COAST
神戸市環境局
神戸市企画調整局政策調査課
神戸市建設局下水道部
公益財団法人神戸市産業振興財団
神戸市水産会
神戸市みなと総局
株式会社神戸製鋼所
神戸大学大学院　海事科学研究科
広和株式会社
国際ケーブル・シップ株式会社
国土交通省　国土技術政策総合研究所 / 国土交通省　近畿地方整備局　神戸港湾空港技術調査事務所
五洋建設株式会社
ザイレムジャパン-ワイエスアイ・ナノテック株式会社
Subnero Pte. Ltd.
三興通商株式会社／ASL Environmental Sciences Inc.
JIJU
JFEアドバンテック株式会社
次世代海洋資源調査技術研究組合 / 株式会社地球科学総合研究所
株式会社昌新
株式会社シリコンセンシングシステムズジャパン
水中ドローン社
独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構
セムコ株式会社
株式会社ソフトウェアクレイドル
第五管区海上保安本部
大成建設株式会社
ダイトロン株式会社
タキオニッシュホールディングス株式会社
2G-Underwater Laser Scanners and Imaging Solutions
有限会社中国ダイビング
株式会社鶴見精機
東亜建設工業株式会社

東海大学　海洋学部
東京大学生産技術研究所　海中観測実装工学研究センター
東京大学海洋開発利用システム実現学
東洋建設株式会社
株式会社東陽テクニカ
日油技研工業株式会社
日本海工株式会社
日本気象株式会社
一般財団法人日本気象協会
一般社団法人日本舶用工業会
日本大学　理工学部　海洋建築工学科
日本マルコ株式会社
NORTEKジャパン
NORBIT Subsea
株式会社ハイドロシステム開発
パシフィックソフトウエア開発株式会社
原田産業株式会社
阪神国際港湾株式会社
ビジオテックス株式会社 / チェサピークテクノロジー
株式会社不動テトラ
Blue Robotics
古野電気株式会社
防衛装備庁　艦艇装備研究所
マーリンク株式会社
マリメックス・ジャパン株式会社
Marine Technology Society（MTS)
三井金属エンジニアリング株式会社
三菱造船株式会社
みらい建設工業株式会社
UT ’19 Kaohsiung
りんかい日産建設株式会社 / 栄臨建設株式会社
若築建設株式会社

浅田　昭
東京大学
生産技術研究所
海中観測実装工学
研究センター
副センター長 教授

大塚　耕司
大阪府立大学大学院
人間社会システム科学研究科
教授

■基調講演 ◆“The Third Basic Plan on Ocean Policy in Japan” 
　講演者：羽尾　一郎　氏（内閣府総合海洋政策本部 事務局長）

◆“Renewable Water and Energy from Deep Ocean”
　講演者：Prof. Jin-Yuan Liu（淡工大学教授）

◆“The Future of Marine Technology”
　講演者：Dr. Richard W. Spinrad（前アメリカ海洋大気庁チーフサイエンティスト、MTS次期会長）
※講演者、内容は変更になる場合がございます。

CJO
The Consortium of the Japanese Organization for 

OCEANS’18 MTS / IEEE Kobe / Techno-Ocean 2018

■展示会（入場無料）　皆様のご来場をお待ちしております。
◆出展分野
調査・観測・探査、通信・情報、資源・エネルギー、港湾・海洋土木、水産、
環境・気象・防災、船舶・舶用機器、大学・研究機関、官公庁、その他
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会　期／ 2018年5月28日（月）～31日（木）　（水中ロボット競技会および「新発見！！ 海のせかい教室」は5月27日（日））
会　場／ 神戸国際会議場 ： 基調講演、テクニカルセッション（聴講には有料参加登録が必要です）
 神戸国際展示場2号館 ： 展示会、出展者プレゼンテーション、海洋科学技術セミナー、
   学生ポスターコンペティション
 ポートアイランドスポーツセンター：水中ロボット競技会
 神戸海洋博物館 ： 「新発見！！ 海のせかい教室」
主　催／ The Consortium of the Japanese Organization for Techno-Ocean 2018※
 IEEE / Oceanic Engineering Society（IEEE / OES）
 Marine Technology Society（MTS） 
 （※構成団体：IEEE/OES日本支部、MTS日本支部、
 　 国立研究開発法人 海洋研究開発機構、一般財団法人 神戸観光局、テクノオーシャン・ネットワーク）
実行委員長／ 

「OCEANS’18 MTS/IEEE Kobe / Techno-Ocean 2018」は、海洋に関する幅広い分野の産学官関係者の横断的な分野を超え
た交流、新たなパートナーシップの構築、情報交換、また、展示会においては海洋技術や製品の展示、情報発信、ビジネス
マッチングを目的として1986年より神戸で隔年開催されてきた国際コンベンションで今回17回目となります。今回はアメ
リカに本部を置くIEEE/Oceanic Engineering SocietyとMarine Technology Societyが主催する国際コンベンション「OCEANS」
と合同開催いたします。
本大会のテーマを「Ocean Planet It’s our Home」とし、基調講演では国内外のトピックスについて3人にご講演をいただ
きます。また、過去最多の投稿数となる900を超えるアブストラクトの中から採択された31か国688編が、当日発表される
予定です。併せて、選定された国内外の15人の優秀な学生たちによるポスターコンペティションも開催されます。
展示会（入場無料）では、国内外の103社・団体が製品、情報、技術、研究成果を展示します。
また、会期前日の27日には、水中ロボット競技会（見学無料）、日本を代表する国立研究開発法人、独立行政法人のご協
力を得て青少年向け事業「新発見！海のせかい教室」（事前申込必要）を開催いたします。
専門家の方々だけではなく、一般の方々にも楽しんでいただけるよう多様なプログラムをご用意し会場でお待ちしており
ますので、是非ご参加ください。

過去最多の論文投稿数で
OCEANS’18 MTS/IEEE Kobe / Techno-Ocean 2018 開催！

ホームページ　http://www.oceans18mtsieeekobe.org/

＜Local Topics for OTO’18＞
 1 Ocean and Space Technology Collaboration
 2 Ocean Natural Hazard Monitoring and Social Implementation
 3 Acoustic and Optic Cooperative Application for Underwater 
  Sensing and Communication
 4 Fisheries, Aquaculture and Aquatic Life Related Technologies
 5 Marine Renewable Energy and Environmental Assessment
 6 Ocean Resource exploration Technologies
 7 Sub-seafloor Engineering and Operations (Drilling, Coring, 
  Monitoring and Mining)
 8 Coastal Zone Management Applications
 9 Marine Law and Policy for Sustainable Ocean Development

＜General OCEANS Topics＞
 1 UNDERWATER ACOUSTICS AND ACOUSTICAL OCEANOGRAPHY
 2 SONAR SIGNAL / IMAGE PROCESSING AND COMMUNICATION
 3 OCEAN OBSERVING PLATFORMS, SYSTEMS, 
  AND INSTRUMENTATION
 4 REMOTE SENSING
 5 OCEAN DATA VISUALIZATION, MODELING, 
  AND INFORMATION MANAGEMENT
 6 MARINE ENVIRONMENT, OCEANOGRAPHY, AND METEOROLOGY
 7 OPTICS, IMAGING, VISION, AND E-M SYSTEMS
 8 MARINE LAW, POLICY, MANAGEMENT, AND EDUCATION
 9 OFFSHORE STRUCTURES AND TECHNOLOGY
 10 OCEAN VEHICLES AND FLOATING STRUCTURES

■テクニカルセッション　トピックス

◆出展者一覧　※出展内容を含む展示会詳細については https://www.techno-ocean.com/oto-18-1 をご覧ください。（50音順） 103社・団体
IEEE/Oceanic Engineering Society(IEEE/OES)
あおみ建設株式会社
株式会社アクアサウンド
国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構
株式会社イーエムエス
INESC TEC
Institute of Oceanography, Shanghai Jiao Tong University
International Submarine Engineering Ltd. / 深田サルベージ建設株式会社
株式会社エス・イー・エイ
株式会社エスイーシー
公立大学法人大阪府立大学
株式会社大本組
株式会社オキシーテック
株式会社OCC
OCEANS'18 Charleston
OCEANS'19 Marseille
OCEANS'19 Seattle
OCEANS'20 Singapore
Oceantech Co., Ltd.
国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所　海上技術安全研究所
国立研究開発法人海上・港湾・航空技術研究所　港湾空港技術研究所
国立研究開発法人海洋研究開発機構
株式会社海洋先端技術研究所
海洋電子株式会社
国立研究開発法人科学技術振興機構
川崎重工業株式会社
環境システム株式会社 / 松江土建株式会社
株式会社環境総合テクノス
株式会社キュー・アイ
極東貿易株式会社
グレンエア
GEOMAR Helmholtz Centre For Ocean Research Kiel
鉱研工業株式会社

株式会社COAST
神戸市環境局
神戸市企画調整局政策調査課
神戸市建設局下水道部
公益財団法人神戸市産業振興財団
神戸市水産会
神戸市みなと総局
株式会社神戸製鋼所
神戸大学大学院　海事科学研究科
広和株式会社
国際ケーブル・シップ株式会社
国土交通省　国土技術政策総合研究所 / 国土交通省　近畿地方整備局　神戸港湾空港技術調査事務所
五洋建設株式会社
ザイレムジャパン-ワイエスアイ・ナノテック株式会社
Subnero Pte. Ltd.
三興通商株式会社／ASL Environmental Sciences Inc.
JIJU
JFEアドバンテック株式会社
次世代海洋資源調査技術研究組合 / 株式会社地球科学総合研究所
株式会社昌新
株式会社シリコンセンシングシステムズジャパン
水中ドローン社
独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構
セムコ株式会社
株式会社ソフトウェアクレイドル
第五管区海上保安本部
大成建設株式会社
ダイトロン株式会社
タキオニッシュホールディングス株式会社
2G-Underwater Laser Scanners and Imaging Solutions
有限会社中国ダイビング
株式会社鶴見精機
東亜建設工業株式会社

東海大学　海洋学部
東京大学生産技術研究所　海中観測実装工学研究センター
東京大学海洋開発利用システム実現学
東洋建設株式会社
株式会社東陽テクニカ
日油技研工業株式会社
日本海工株式会社
日本気象株式会社
一般財団法人日本気象協会
一般社団法人日本舶用工業会
日本大学　理工学部　海洋建築工学科
日本マルコ株式会社
NORTEKジャパン
NORBIT Subsea
株式会社ハイドロシステム開発
パシフィックソフトウエア開発株式会社
原田産業株式会社
阪神国際港湾株式会社
ビジオテックス株式会社 / チェサピークテクノロジー
株式会社不動テトラ
Blue Robotics
古野電気株式会社
防衛装備庁　艦艇装備研究所
マーリンク株式会社
マリメックス・ジャパン株式会社
Marine Technology Society（MTS)
三井金属エンジニアリング株式会社
三菱造船株式会社
みらい建設工業株式会社
UT ’19 Kaohsiung
りんかい日産建設株式会社 / 栄臨建設株式会社
若築建設株式会社

浅田　昭
東京大学
生産技術研究所
海中観測実装工学
研究センター
副センター長 教授

大塚　耕司
大阪府立大学大学院
人間社会システム科学研究科
教授

■基調講演 ◆“The Third Basic Plan on Ocean Policy in Japan” 
　講演者：羽尾　一郎　氏（内閣府総合海洋政策本部 事務局長）

◆“Renewable Water and Energy from Deep Ocean”
　講演者：Prof. Jin-Yuan Liu（淡工大学教授）

◆“The Future of Marine Technology”
　講演者：Dr. Richard W. Spinrad（前アメリカ海洋大気庁チーフサイエンティスト、MTS次期会長）
※講演者、内容は変更になる場合がございます。

CJO
The Consortium of the Japanese Organization for 

OCEANS’18 MTS / IEEE Kobe / Techno-Ocean 2018

■展示会（入場無料）　皆様のご来場をお待ちしております。
◆出展分野
調査・観測・探査、通信・情報、資源・エネルギー、港湾・海洋土木、水産、
環境・気象・防災、船舶・舶用機器、大学・研究機関、官公庁、その他
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12日（木）～17日（火）

16日（月）～20日（金）

18日（金）～21日（月）

24日（木）～27日（日）

28日（月）～31日（木）

6日（水）～7日（木）

8日（金）～10日（日）

8日（金）～10日（日）

15日（金）～17日（日）

17日（日）

21日（木）～23日（土）

29日（金）～7月1日（日）

6日（金）～7日（土）

7日（土）

第47回日本脊椎脊髄病学会学術集会

国際水素・燃料電池パートナーシップフォーラム

神戸国際宝飾展

日本鋳造工学会第171回全国講演大会

第91回日本整形外科学会学術総会

第57回近畿公衆衛生学会

日本超音波医学会第91回学術集会  

JALC　母乳育児支援学習会

第23回日本緩和医療学会学術大会

平成30年度第３回福祉の就職総合フェア

第114回日本精神神経学会学術総会

第63回日本透析医学会学術集会・総会

第24回日本血管内治療学会総会

第30回日本嚥下臨床研究会

2,500

500

10,100

600

2,000

4,000

1,000

7,500

1,000

6,400

18,000

800

350

1,000

◯

●

●

●

◯

◯

●

◯

◎

◯

◯

◯

◎

◯

◯

◯

◯

◯

一般社団法人 日本脊椎脊髄病学会

ＮＥＤＯ・神戸市役所

DIS2018組織委員会

リード エグジビション ジャパン 株式会社

公益社団法人 日本鋳造工学会

一般財団法人 神戸観光局

神戸市 保健福祉局

日本ケミカルシューズ工業組合

一般社団法人 日本超音波医学会

NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会

特定非営利活動法人 日本緩和医療学会

社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

公益社団法人 日本精神神経学会

兵庫医科大学 内科学腎・透析科

神戸市立医療センター中央市民病院

小野歯科浜風診療所

日本静脈経腸栄養学会 近畿支部会

公益社団法人 日本臨床腫瘍学会

日本神経科学学会

兵庫県小学校長会

倉敷中央病院循環器内科

一般社団法人 日本災害看護学会

部落解放同盟兵庫県連合会

学生団体 日本模擬国連

神戸大学医学部附属病院 看護部

 

一般社団法人 日本認知症ケア学会

視覚障害リハビリテーション協会

国土交通省・大阪大学・大阪府立大学

リサーチ・アドミニストレーター協議会

一般社団法人 栄養管理学会指導者協議会

一般財団法人 日本小児在宅医療支援研究会

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

分類

2018.4-9  KOBE CONVENTION & EVENT CALENDAR
○国内　●国際　◎その他イベント

Event Calendar

一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会
近畿地区高等学校ＰＴＡ連合会

神戸大学大学院 医学研究科外科学講座
食道胃腸外科学分野

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

神戸国際会議場
神戸ポートピアホテル

神戸国際会議場
神戸国際展示場

神戸国際会議場
神戸国際展示場

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

第160回 2018秋冬 日本グランドシューズ
コレクション＆全国サンダルフェア

第10回日本静脈経腸栄養学会
近畿支部学術集会

第44回近畿地区高等学校PTA連合会大会

第41回日本神経科学大会

日本災害看護学会第20回年次大会

第18回模擬国連会議関西大会

第22回日本看護管理学会学術集会

2018年度関西地域大会

RA協議会第4回年次大会

第31回近畿内視鏡外科研究会

第7回栄養管理学会指導者協議会

日本小児在宅医療支援研究会

3,000

7,000

3,500

1,500

5,000

1,500

800

300

1,000

1,000

1,000

1,000

500

300

400

2,000

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

●

●

◯

◯

◯

●

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

会　期 名　称 会　場 分類会長・主催者または事務局

神庭 重信（九州大学大学院医学研究院 精神病態医学）
仲嶋 一範（慶應義塾大学医学部 解剖学）

2018年9月
6日（木）～8日（土）

第40回日本生物学的精神医学会合同年会
第61回日本神経化学会大会

部落解放第50回全国高校生集会
部落解放第62回全国青年集会

International Conference on Stability of 
Ship & Ocean Vehicles -STAB-

200
（20）

600
（100）

神戸大学
神戸国際会議場

DIS2018（Iternational Workshop on 
Deep-Inelastic Scattering and Related 
Subjec）

250
（100）

200
（50）

神戸国際会議場
神戸国際展示場

OCEANS'18 MTS /IEEE kobe/
Techno-Ocean2018

10,000
（500）

2018年4月
12日（木）～14日（土）

10,000
（2,000）

2018年5月
16日（水）～18日（金）

2018年6月
1日（金）

2018年7月
5日（木）～6日（金）

会　期 名　称 会　場 参加者数（人）
（内外国人） 会長・主催者または事務局 参加者数（人）

（内外国人）

15日（日）

19日（木）～21日（土）

26日（木）～29日（日）

31日（火）

10日（金）～11日（土）

18日（土）～19日（日）

20日（月）～22日（水）

24日（金）～25日（土）

8日（土）

14日（金）～16日（日）

16日（日）～21日（金）

19日（水）～20日（木）

22日（土）

23日（日）～24日（月）

29日（土）

30日（日）～10月3日（水）

第16回日本臨床腫瘍学会学術集会
（JSMO2018）

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

神戸国際会議場
神戸国際展示場

第69回近畿小学校長会協議会研究大会
兵庫大会

神戸国際会議場
神戸国際展示場

2018年8月
2日（木）～4日（土）

第27回 日本心血管インターベンション
治療学会学術集会

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

第27回視覚障害リハビリテーション
研究発表大会in神戸

神戸国際会議場
神戸国際展示場

一般財団法人 日本自動車研究所（JARⅠ）
EVS31組織委員会

EVS-31
（電気自動車に関する国際会議および展示会）

神戸国際会議場
神戸国際展示場

新潟大学大学院医歯学総合研究科
機能再建医学講座整形外科学分野
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12日（木）～17日（火）

16日（月）～20日（金）

18日（金）～21日（月）

24日（木）～27日（日）

28日（月）～31日（木）

6日（水）～7日（木）

8日（金）～10日（日）

8日（金）～10日（日）

15日（金）～17日（日）

17日（日）

21日（木）～23日（土）

29日（金）～7月1日（日）

6日（金）～7日（土）

7日（土）

第47回日本脊椎脊髄病学会学術集会

国際水素・燃料電池パートナーシップフォーラム

神戸国際宝飾展

日本鋳造工学会第171回全国講演大会

第91回日本整形外科学会学術総会

第57回近畿公衆衛生学会

日本超音波医学会第91回学術集会  

JALC　母乳育児支援学習会

第23回日本緩和医療学会学術大会

平成30年度第３回福祉の就職総合フェア

第114回日本精神神経学会学術総会

第63回日本透析医学会学術集会・総会

第24回日本血管内治療学会総会

第30回日本嚥下臨床研究会
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2,000

4,000
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18,000
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350
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◯

◯

◯

◯

◯

一般社団法人 日本脊椎脊髄病学会

ＮＥＤＯ・神戸市役所

DIS2018組織委員会

リード エグジビション ジャパン 株式会社

公益社団法人 日本鋳造工学会

一般財団法人 神戸観光局

神戸市 保健福祉局

日本ケミカルシューズ工業組合

一般社団法人 日本超音波医学会

NPO法人日本ラクテーション・コンサルタント協会

特定非営利活動法人 日本緩和医療学会

社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

公益社団法人 日本精神神経学会

兵庫医科大学 内科学腎・透析科

神戸市立医療センター中央市民病院

小野歯科浜風診療所

日本静脈経腸栄養学会 近畿支部会

公益社団法人 日本臨床腫瘍学会

日本神経科学学会

兵庫県小学校長会

倉敷中央病院循環器内科

一般社団法人 日本災害看護学会

部落解放同盟兵庫県連合会

学生団体 日本模擬国連

神戸大学医学部附属病院 看護部

 

一般社団法人 日本認知症ケア学会

視覚障害リハビリテーション協会

国土交通省・大阪大学・大阪府立大学

リサーチ・アドミニストレーター協議会

一般社団法人 栄養管理学会指導者協議会

一般財団法人 日本小児在宅医療支援研究会

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

分類

2018.4-9  KOBE CONVENTION & EVENT CALENDAR
○国内　●国際　◎その他イベント

Event Calendar

一般社団法人全国高等学校ＰＴＡ連合会
近畿地区高等学校ＰＴＡ連合会

神戸大学大学院 医学研究科外科学講座
食道胃腸外科学分野

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

神戸国際会議場
神戸ポートピアホテル

神戸国際会議場
神戸国際展示場

神戸国際会議場
神戸国際展示場

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

第160回 2018秋冬 日本グランドシューズ
コレクション＆全国サンダルフェア

第10回日本静脈経腸栄養学会
近畿支部学術集会

第44回近畿地区高等学校PTA連合会大会

第41回日本神経科学大会

日本災害看護学会第20回年次大会

第18回模擬国連会議関西大会

第22回日本看護管理学会学術集会

2018年度関西地域大会

RA協議会第4回年次大会

第31回近畿内視鏡外科研究会

第7回栄養管理学会指導者協議会

日本小児在宅医療支援研究会
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神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際展示場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

神戸国際会議場

会　期 名　称 会　場 分類会長・主催者または事務局

神庭 重信（九州大学大学院医学研究院 精神病態医学）
仲嶋 一範（慶應義塾大学医学部 解剖学）

2018年9月
6日（木）～8日（土）

第40回日本生物学的精神医学会合同年会
第61回日本神経化学会大会

部落解放第50回全国高校生集会
部落解放第62回全国青年集会

International Conference on Stability of 
Ship & Ocean Vehicles -STAB-

200
（20）

600
（100）

神戸大学
神戸国際会議場

DIS2018（Iternational Workshop on 
Deep-Inelastic Scattering and Related 
Subjec）

250
（100）

200
（50）

神戸国際会議場
神戸国際展示場

OCEANS'18 MTS /IEEE kobe/
Techno-Ocean2018

10,000
（500）

2018年4月
12日（木）～14日（土）

10,000
（2,000）

2018年5月
16日（水）～18日（金）

2018年6月
1日（金）

2018年7月
5日（木）～6日（金）

会　期 名　称 会　場 参加者数（人）
（内外国人） 会長・主催者または事務局 参加者数（人）

（内外国人）

15日（日）

19日（木）～21日（土）

26日（木）～29日（日）

31日（火）

10日（金）～11日（土）

18日（土）～19日（日）

20日（月）～22日（水）

24日（金）～25日（土）

8日（土）

14日（金）～16日（日）

16日（日）～21日（金）

19日（水）～20日（木）

22日（土）

23日（日）～24日（月）

29日（土）

30日（日）～10月3日（水）

第16回日本臨床腫瘍学会学術集会
（JSMO2018）

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

神戸国際会議場
神戸国際展示場

第69回近畿小学校長会協議会研究大会
兵庫大会

神戸国際会議場
神戸国際展示場

2018年8月
2日（木）～4日（土）

第27回 日本心血管インターベンション
治療学会学術集会

神戸国際会議場
神戸国際展示場
神戸ポートピアホテル

第27回視覚障害リハビリテーション
研究発表大会in神戸

神戸国際会議場
神戸国際展示場

一般財団法人 日本自動車研究所（JARⅠ）
EVS31組織委員会

EVS-31
（電気自動車に関する国際会議および展示会）

神戸国際会議場
神戸国際展示場

新潟大学大学院医歯学総合研究科
機能再建医学講座整形外科学分野
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Conference & Exhibition

2018年4月～9月　神戸開催の国内、国際会議・展示イベント

会　期／ 2018年4月12日（木）～14日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 中村　博亮（大阪市立大学大学院医学研究科臨床医学専攻感覚運動機能医学大講座　整形外科学）

第47回日本脊椎脊髄病学会学術集会

●「震災復興の一助に」が開催のきっかけとなった、西日本最大の宝飾展

阪神・淡路大震災は、神戸を拠点とする多くの真珠メーカーにも大きなダ
メージを与えました。
本展はそんな中、神戸の宝飾関係者から「震災復興の意味でも、ぜひ神
戸で宝飾展を開催してほしい」という強い要望を受け、1997年に第１回目を
開催した展示会です。現在では世界15カ国  580社が出展する、西日本最
大の宝飾見本市に成長しました。会期中は世界中からバイヤーが訪れ、毎年、
会場周辺の全てのホテルが満杯になり、神戸市へ大きな経済効果をもたらし
ています。
本展には神戸ならではの真珠はもちろん、ダイヤモンドなどの素材、高品
質なジュエリーからトレンド商品までが揃い、国内外の宝飾小売店・卸商をは
じめとするバイヤーの宝飾品買い付けの場として高い評価を得ております。
展示会招待券は、ホームページからお申し込みいただけます（無料）。

このたび、第47回日本脊椎脊髄病学会学術集会を、神戸にて開催する運びとなりました。
日本脊椎脊髄病学会は、脊椎脊髄疾患に関する研究の促進と、研究者の交流の活発化と
共に研究成果と知識の公表、普及を通して人類の健康を保持・増進する場として役立っており
ます。
超高齢社会を迎え、日本人の平均寿命と健康寿命の乖離は大きな社会問題となっており、
要介護の原因として脊椎を含む運動器疾患は最も大きな比率を占めています。今後の脊椎脊
髄外科医が果たす役割も大きくなると考えられます。
本学術集会では、『一念通天―延ばせ健康寿命』をテーマに、特別講演、文化講演、シン

ポジウム、パネルディスカッションに加え、海外招待者による、教育研修やメインテーマと関係
のある主題を14演題予定しております。
熱心かつ活発な議論が繰り広げられることと確信しております。

会　期／ 2018年5月16日（水）～18日（金）
会　場／ 神戸国際展示場
主　催／ リードエグジビションジャパン株式会社
特別後援／ 一般社団法人　日本真珠振興会

ホームページ　http://www.ijk-fair.jpホームページ　http://www. congre.co.jp/jssr2018/

第22回 神戸国際宝飾展（IJK2018）

日本鋳造工学会は、85年以上もの歴史を持つわが国唯一の鋳造に関する
学術団体であり、産・官・学が一体となって進めている活発な研究活動や技術
の交流、普及を通じて、我が国の鋳造に関する学問、技術の進歩、向上と、
それに伴う鋳造業界の発展に大きく貢献しています。
第171回全国講演大会を神戸国際会議で開催いたします。特に、5月19、
20日の講演大会、特別講演会、展示会には述べ1400名以上の技術者・研
究者が参加し、最新の研究成果、最新の技術・設備を紹介いたします。
神戸国際会議場レセプションホールで開催いたします展示会には、一般の
方 も々無料で参加いただけます。

会　期／ 2018年5月18日（金）～21日（月）
会　場／ 神戸国際会議場（主会場）
実行委員長／ 入澤　毅（関西支部長、大阪産業大学教授）

ホームページ　http://jfs.or.jp/event/171taikai/

公益社団法人日本鋳造工学会第171回全国講演大会

物質を拡大してみていくと、分子、原子、原子核といったミクロな構造が明らかになります。
原子核は陽子、中性子からなり、それらはさらにクォークと呼ばれる素粒子（これ以上分解で
きない大きさがゼロの粒子）でできています。その構造を明らかにしたのが、深非弾性散乱 
(Deep Inelastic Scattering, DIS) 実験です。同じく大きさのない粒子である電子を陽子
や中性子に打ち込んだところ、その中に「こつん」とぶつかる素粒子があることがわかったの
です。これが素粒子の一種であるクォークの発見です。右のロゴマークは電子が陽子を「射る」
さまをやぶさめで表現したものです。
現在ではより強力な加速器を用い、当時の100倍以上の倍率でさらなるミクロの世界に
迫っています。この会議は分野で最も重要な会議の一つで、世界中から250人の専門家が
集まりこれらの実験で得られた成果、新しい加速器計画、国際協力による今後の実験計画
などを議論します。

会　期／ 2018年4月16日（月）～20日（金）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸大学先端融合研究環統合研究拠点コンベンションホール
主　催／ DIS2018実行委員会
実行委員長／ 山崎　祐司（神戸大学）

ホームページ　http://www.research.kobe-u.ac.jp/fsci-epp/dis2018/

DIS2018（第26回深非弾性散乱および関連する物理に関するワークショップ）
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Conference & Exhibition

2018年4月～9月　神戸開催の国内、国際会議・展示イベント

会　期／ 2018年4月12日（木）～14日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 中村　博亮（大阪市立大学大学院医学研究科臨床医学専攻感覚運動機能医学大講座　整形外科学）

第47回日本脊椎脊髄病学会学術集会

●「震災復興の一助に」が開催のきっかけとなった、西日本最大の宝飾展

阪神・淡路大震災は、神戸を拠点とする多くの真珠メーカーにも大きなダ
メージを与えました。
本展はそんな中、神戸の宝飾関係者から「震災復興の意味でも、ぜひ神
戸で宝飾展を開催してほしい」という強い要望を受け、1997年に第１回目を
開催した展示会です。現在では世界15カ国  580社が出展する、西日本最
大の宝飾見本市に成長しました。会期中は世界中からバイヤーが訪れ、毎年、
会場周辺の全てのホテルが満杯になり、神戸市へ大きな経済効果をもたらし
ています。
本展には神戸ならではの真珠はもちろん、ダイヤモンドなどの素材、高品
質なジュエリーからトレンド商品までが揃い、国内外の宝飾小売店・卸商をは
じめとするバイヤーの宝飾品買い付けの場として高い評価を得ております。
展示会招待券は、ホームページからお申し込みいただけます（無料）。

このたび、第47回日本脊椎脊髄病学会学術集会を、神戸にて開催する運びとなりました。
日本脊椎脊髄病学会は、脊椎脊髄疾患に関する研究の促進と、研究者の交流の活発化と
共に研究成果と知識の公表、普及を通して人類の健康を保持・増進する場として役立っており
ます。
超高齢社会を迎え、日本人の平均寿命と健康寿命の乖離は大きな社会問題となっており、
要介護の原因として脊椎を含む運動器疾患は最も大きな比率を占めています。今後の脊椎脊
髄外科医が果たす役割も大きくなると考えられます。
本学術集会では、『一念通天―延ばせ健康寿命』をテーマに、特別講演、文化講演、シン

ポジウム、パネルディスカッションに加え、海外招待者による、教育研修やメインテーマと関係
のある主題を14演題予定しております。
熱心かつ活発な議論が繰り広げられることと確信しております。

会　期／ 2018年5月16日（水）～18日（金）
会　場／ 神戸国際展示場
主　催／ リードエグジビションジャパン株式会社
特別後援／ 一般社団法人　日本真珠振興会

ホームページ　http://www.ijk-fair.jpホームページ　http://www. congre.co.jp/jssr2018/

第22回 神戸国際宝飾展（IJK2018）

日本鋳造工学会は、85年以上もの歴史を持つわが国唯一の鋳造に関する
学術団体であり、産・官・学が一体となって進めている活発な研究活動や技術
の交流、普及を通じて、我が国の鋳造に関する学問、技術の進歩、向上と、
それに伴う鋳造業界の発展に大きく貢献しています。
第171回全国講演大会を神戸国際会議で開催いたします。特に、5月19、
20日の講演大会、特別講演会、展示会には述べ1400名以上の技術者・研
究者が参加し、最新の研究成果、最新の技術・設備を紹介いたします。
神戸国際会議場レセプションホールで開催いたします展示会には、一般の
方 も々無料で参加いただけます。

会　期／ 2018年5月18日（金）～21日（月）
会　場／ 神戸国際会議場（主会場）
実行委員長／ 入澤　毅（関西支部長、大阪産業大学教授）

ホームページ　http://jfs.or.jp/event/171taikai/

公益社団法人日本鋳造工学会第171回全国講演大会

物質を拡大してみていくと、分子、原子、原子核といったミクロな構造が明らかになります。
原子核は陽子、中性子からなり、それらはさらにクォークと呼ばれる素粒子（これ以上分解で
きない大きさがゼロの粒子）でできています。その構造を明らかにしたのが、深非弾性散乱 
(Deep Inelastic Scattering, DIS) 実験です。同じく大きさのない粒子である電子を陽子
や中性子に打ち込んだところ、その中に「こつん」とぶつかる素粒子があることがわかったの
です。これが素粒子の一種であるクォークの発見です。右のロゴマークは電子が陽子を「射る」
さまをやぶさめで表現したものです。
現在ではより強力な加速器を用い、当時の100倍以上の倍率でさらなるミクロの世界に
迫っています。この会議は分野で最も重要な会議の一つで、世界中から250人の専門家が
集まりこれらの実験で得られた成果、新しい加速器計画、国際協力による今後の実験計画
などを議論します。

会　期／ 2018年4月16日（月）～20日（金）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸大学先端融合研究環統合研究拠点コンベンションホール
主　催／ DIS2018実行委員会
実行委員長／ 山崎　祐司（神戸大学）

ホームページ　http://www.research.kobe-u.ac.jp/fsci-epp/dis2018/

DIS2018（第26回深非弾性散乱および関連する物理に関するワークショップ）
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〒650-0046　神戸市中央区港島中町7-5-1 
TEL：078-303-0100㈹
FAX：078-303-0211
URL  htttp://www.pearlcity.jp/kobe

徒歩約７～10分

国際会議場・国際展示場

ポートライナーで約15分
市民広場駅乗り換え『中埠頭駅』下車徒歩3分

神戸空港

新神戸～ホテル…約25分
三　宮～ホテル…約15分

新神戸・三宮 無料シャトルバス運行

レストラン＆バー：９店

会議・宴会の後は、神戸六甲温泉「濱泉」で源泉かけ流し
のお湯をお楽しみください。シェラトン・シグネチャー・
ベッドを完備した客室で、天使に抱かれるような心地よい
眠りを。
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今回の学術集会のテーマは「超音波医学の知と技を究める」とさせていただきました。知は知恵であり、scienceであり、医
学（medicine）や工学（engineering）の進歩そのものです。一方、技は、手技であり、artです。超音波医学を日常臨床に
役立てるためには、最新のscienceに通じていることと、それを実践するためのartを向上させることが必要との考えからこのテー
マを選択いたしました。
日本超音波医学会の最大の特徴は医学（M）と工学（E）の双方の研究者が超音波医学の発展のために垣根なく話し合え

ることです。これは他学会に類を見ない素晴らしい点であり、scienceの進歩のために理想的な環境と言えましょう。学術集会
ではM側とE側の活発なディスカッションを通じて各分野の専門的知識のみならず、領域横断的な知識を習得するために最高
の場を提供したく思います。また超音波検査は今やきわめて一般的な検査法ですが、それだけに芸術的とも言える高度な技術
を駆使する検査者がいる一方で、レベルの低い検査者や施設があることも事実です。また若手医師の技術力の向上も問題と
なっています。これらの問題点を解決して高い技術力（art）をあまねく担保するための議論も展開できればと考えています。

会　期／ 2018年6月8日（金）～10日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 中谷　敏（大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻機能診断科学講座）

ホームページ　http://www2.convention.co.jp/jsum91/

日本超音波医学会第91回学術集会

この度、2018年6月15日～17日の3日間、神戸国際展示場、会議場、ポートピアホテルで第23回日本
緩和医療学会学術大会を開催する運びとなりました。日本緩和医療学会は1996年に創設されて以来発展を
続け、現在の会員数は約12,000名となりました。この度の大会のテーマは｢緩和ケアとEOLケアの質を見直
す Quality Palliative and End of Life Care｣といたしました。緩和ケアは、死を人間が一度は体験する、
避けることのできないプロセスと捉え、多面的かつ包括的なアセスメントに基づいて患者と家族のQOLの向上
を目指すものであり、「エンド・オブ・ライフケア（終末期ケア）」の質の向上と、それを支えるための「Suffering（つ
らさ）のマネジメント」がその根幹をなすものだと考えています。本大会が会員の皆様や緩和医療を必要として
いる方にとって、有意義な会になるよう、組織委員会一同鋭意開催準備に取り組む所存です。
多数の方に神戸でお目にかかれますよう、皆様のお越しをお待ちしております。

会　期／ 2018年6月15日（金）～17日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 木澤　義之（神戸大学医学部附属病院 緩和支持治療科特命教授）
主　催／ 特定非営利活動法人　日本緩和医療学会

ホームページ　http://jspm2018.umin.jp/

第23回日本緩和医療学会学術大会

本学術総会のテーマは『学びと協働：社会への貢献Active Learning and Collaborative Practice 
‒Contribution to the aged society ‒』です。
人生100年（百寿）の時代です。加齢に伴う疾患や障害の治療と予防を行い、特に運動器を百寿まで維
持することは自立した生活（健康長寿）を送ることにつながります。整形外科では小児から成人、高齢者まで、
人生100年の運動器を診ています。本学会では脊椎・脊髄疾患、四肢関節疾患、骨・軟部腫瘍、リウマチ、
外傷をはじめ、学童（学校）検診、スポーツ傷害、高齢者疾患（ロコモ、フレイル・サルコペニア、骨粗鬆症）、
医療被ばく、医療倫理、医療安全に関する講演、シンポジウム・パネルから最新の知見を学ぶことができます。
また日本リハビリテーション医学会との合同シンポジウム、日本運動器看護学会との連携したシンポジウムも準
備しております。社会の喫緊の課題に、多職種の方 と々協働で取り組むことは社会への貢献につながると考
えます。多くの方のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2018年5月24日（木）～27日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 遠藤　直人（新潟大学 整形外科学講座）

ホームページ　http://www.joa2018.jp/

第91回日本整形外科学会学術総会

西日本最大級の靴の展示会として、半世紀以上に亘って開催されてきた、「日本グランドシューズコレクショ
ン」も今回で１５８回目を迎えることになりました。今やこの神戸になくてはならないイベントに成長してきました。
「シューズの街神戸」として親しまれてきた地元の靴メーカーを中心に、全国各地からも靴関連企業やア
パレル企業が多数出展しており、それらを求めて全国各地から多くのバイヤーが商談に訪れる予定となって
おります。
出展企業はこの展示会を「売上拡大の場」、「新規取引先開拓の場」、「新商品発表（提案）の場」の捉

えており、これまでに培ってきた技術とノウハウが凝縮された商品を発表致します。また、当会場は神戸空
港からも近く、交通アクセスも大変便利となっています。
当会場の招待状をご希望のバイヤーの方は、当組合ホームページよりご登録お願いします。

会　期／ 2018年6月6日（水）～7日（木）
会　場／ 神戸国際展示場２号館
主　催／ 日本グランドシューズコレクション
共　催／ 全日本ケミカルサンダル工業協同組合連合会

ホームページ　http://csia.or.jp/

第160回2018秋冬日本グランドシューズコレクション＆全国サンダルフェア
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国際会議場・国際展示場

ポートライナーで約15分
市民広場駅乗り換え『中埠頭駅』下車徒歩3分

神戸空港

新神戸～ホテル…約25分
三　宮～ホテル…約15分

新神戸・三宮 無料シャトルバス運行

レストラン＆バー：９店

会議・宴会の後は、神戸六甲温泉「濱泉」で源泉かけ流し
のお湯をお楽しみください。シェラトン・シグネチャー・
ベッドを完備した客室で、天使に抱かれるような心地よい
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今回の学術集会のテーマは「超音波医学の知と技を究める」とさせていただきました。知は知恵であり、scienceであり、医
学（medicine）や工学（engineering）の進歩そのものです。一方、技は、手技であり、artです。超音波医学を日常臨床に
役立てるためには、最新のscienceに通じていることと、それを実践するためのartを向上させることが必要との考えからこのテー
マを選択いたしました。
日本超音波医学会の最大の特徴は医学（M）と工学（E）の双方の研究者が超音波医学の発展のために垣根なく話し合え

ることです。これは他学会に類を見ない素晴らしい点であり、scienceの進歩のために理想的な環境と言えましょう。学術集会
ではM側とE側の活発なディスカッションを通じて各分野の専門的知識のみならず、領域横断的な知識を習得するために最高
の場を提供したく思います。また超音波検査は今やきわめて一般的な検査法ですが、それだけに芸術的とも言える高度な技術
を駆使する検査者がいる一方で、レベルの低い検査者や施設があることも事実です。また若手医師の技術力の向上も問題と
なっています。これらの問題点を解決して高い技術力（art）をあまねく担保するための議論も展開できればと考えています。

会　期／ 2018年6月8日（金）～10日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 中谷　敏（大阪大学大学院医学系研究科 保健学専攻機能診断科学講座）

ホームページ　http://www2.convention.co.jp/jsum91/

日本超音波医学会第91回学術集会

この度、2018年6月15日～17日の3日間、神戸国際展示場、会議場、ポートピアホテルで第23回日本
緩和医療学会学術大会を開催する運びとなりました。日本緩和医療学会は1996年に創設されて以来発展を
続け、現在の会員数は約12,000名となりました。この度の大会のテーマは｢緩和ケアとEOLケアの質を見直
す Quality Palliative and End of Life Care｣といたしました。緩和ケアは、死を人間が一度は体験する、
避けることのできないプロセスと捉え、多面的かつ包括的なアセスメントに基づいて患者と家族のQOLの向上
を目指すものであり、「エンド・オブ・ライフケア（終末期ケア）」の質の向上と、それを支えるための「Suffering（つ
らさ）のマネジメント」がその根幹をなすものだと考えています。本大会が会員の皆様や緩和医療を必要として
いる方にとって、有意義な会になるよう、組織委員会一同鋭意開催準備に取り組む所存です。
多数の方に神戸でお目にかかれますよう、皆様のお越しをお待ちしております。

会　期／ 2018年6月15日（金）～17日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 木澤　義之（神戸大学医学部附属病院 緩和支持治療科特命教授）
主　催／ 特定非営利活動法人　日本緩和医療学会

ホームページ　http://jspm2018.umin.jp/

第23回日本緩和医療学会学術大会

本学術総会のテーマは『学びと協働：社会への貢献Active Learning and Collaborative Practice 
‒Contribution to the aged society ‒』です。
人生100年（百寿）の時代です。加齢に伴う疾患や障害の治療と予防を行い、特に運動器を百寿まで維
持することは自立した生活（健康長寿）を送ることにつながります。整形外科では小児から成人、高齢者まで、
人生100年の運動器を診ています。本学会では脊椎・脊髄疾患、四肢関節疾患、骨・軟部腫瘍、リウマチ、
外傷をはじめ、学童（学校）検診、スポーツ傷害、高齢者疾患（ロコモ、フレイル・サルコペニア、骨粗鬆症）、
医療被ばく、医療倫理、医療安全に関する講演、シンポジウム・パネルから最新の知見を学ぶことができます。
また日本リハビリテーション医学会との合同シンポジウム、日本運動器看護学会との連携したシンポジウムも準
備しております。社会の喫緊の課題に、多職種の方 と々協働で取り組むことは社会への貢献につながると考
えます。多くの方のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2018年5月24日（木）～27日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 遠藤　直人（新潟大学 整形外科学講座）

ホームページ　http://www.joa2018.jp/

第91回日本整形外科学会学術総会

西日本最大級の靴の展示会として、半世紀以上に亘って開催されてきた、「日本グランドシューズコレクショ
ン」も今回で１５８回目を迎えることになりました。今やこの神戸になくてはならないイベントに成長してきました。
「シューズの街神戸」として親しまれてきた地元の靴メーカーを中心に、全国各地からも靴関連企業やア
パレル企業が多数出展しており、それらを求めて全国各地から多くのバイヤーが商談に訪れる予定となって
おります。
出展企業はこの展示会を「売上拡大の場」、「新規取引先開拓の場」、「新商品発表（提案）の場」の捉

えており、これまでに培ってきた技術とノウハウが凝縮された商品を発表致します。また、当会場は神戸空
港からも近く、交通アクセスも大変便利となっています。
当会場の招待状をご希望のバイヤーの方は、当組合ホームページよりご登録お願いします。

会　期／ 2018年6月6日（水）～7日（木）
会　場／ 神戸国際展示場２号館
主　催／ 日本グランドシューズコレクション
共　催／ 全日本ケミカルサンダル工業協同組合連合会

ホームページ　http://csia.or.jp/

第160回2018秋冬日本グランドシューズコレクション＆全国サンダルフェア
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医師・コメディカルスタッフ・その他の医療関係者に、血管内治療の普及・発展を目指
した活動をこれまで行って参り、現在多領域にまたがって行われている血管内治療を研究
対象とした、学際的な活動を展開しております。
また近年、超急性期の脳血管血栓回収療法・大動脈グラフト留置術・アブレーション
治療など、血管内治療も劇的な発展を遂げ、その意義もますます高まってきております。
今回は、第24回日本血管内治療学会総会（JSEI2018）として、「他領域に学び、
多領域で歩む」をテーマに、2018年7月5日（木）～6日（金）の2 日間、神戸国際会議
場で開催致します。

会　期／ 2018年7月5日（木）～6日（金）
会　場／ 神戸国際展示場2号館2階・3階
会　長／ 坂井　信幸（神戸市立医療センター中央市民病院）

ホームページ　http://jsei2018.umin.jp/

第24回日本血管内治療学会総会（JSEI2018）

本学術総会のテーマを「精神医学・医療の普遍性と独自性 ‒医学・医療の変革の中で-、Commonality 
and Uniqueness of Psychiatry in Medicine and Medical Care」とし、2025年など人口構造や疾病
構造の急激な変化による医療提供体制の変革、医療保険制度改革、新専門医制度のスタートなどが精神
医学医療にどのような影響をもたらし、さまざまな重要な課題についていかに取り組むか、検討したいと考えて
おります。また、リサーチマインドを持った若手精神科医の育成のみならず、初期研修医や学部学生を含めた
将来精神科専門医を目指す若い力が学会を盛り上げるようなプログラムも積極的に取り入れたいと思います。
多数のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2018年6月21日（木）～23日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 米田　博（大阪医科大学医学部総合医学講座 神経精神医学教室 教授）
副会長／ 河﨑　建人（一般社団法人大阪精神科病院協会 会長）
 岡村　武彦（特定医療法人大阪精神医学研究所 新阿武山病院 院長）

ホームページ　http://www.congre.co.jp/jspn114/

第114回日本精神神経学会学術総会

この度、7月19日（木）～21日（土）の三日間、神戸国際会議場・神戸国際展示場・
神戸ポートピアホテルにおきまして、第16回日本臨床腫瘍学会学術集会を開催させてい
ただくことになりました。 
今回の学術集会はテーマを「Beyond Borders ─Nation, Organ, Profession─」と

しました。
海外から各領域の著名な研究者を招聘し、国際的にも最新かつハイレベルの議論を
行える学会となることを目指します。またトラベルアワードの枠を拡大し、海外より多くの演
題を集めたいと考えています。 
国内では激動する臨床腫瘍学、薬剤開発や規制、法規など、今最も注目されるトピッ

クスをテーマとし、充実したプログラムを計画しています。
国を超えて、臓器を超えて、職種を超えて、がんに関わる全ての人にとって有意義な
学術集会となるよう全力を尽くして準備させていただく所存です。
7月の神戸にて、皆様のお越しを心よりお待ち申し上げています。

会　期／ 2018年7月19日（木）～21日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 中西　洋一（九州大学 胸部疾患研究施設）

ホームページ　http://www.congre.co.jp/jsmo2018/

第16回日本臨床腫瘍学会学術集会

第63回日本透析医学会学術集会・総会を神戸市にて開催いたします。
本学会は、腎代替療法を中心に「患者のためになる医療は何か」について真剣な議論

を戦わせるとともに、腎代替療法の水準を向上・維持する貴重な場となっております。
腎代替療法には代表的な血液透析・腹膜透析・腎移植に加えて、再生医療も遠くで

はありますが垣間見ることができる時代になってきました。一方本邦における透析療法は
高齢透析患者の増加にともなう要介護者の増加・看取りケアへの架け橋の議論そして患
者数の増加に伴う透析医療費の増大など幾つかの重要な問題を抱え、会員全体が気を
引き締めて共通の認識をもって対峙していかないと立ち行かなくなる状況に直面しています。
この様な経緯から「腎甦絶技」をテーマに、日本透析医学会会員の力を結集できる場を
提供し、腎機能と患者活力の甦りを図りたいと考えております。
多くの方々のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2018年6月29日（金）～7月1日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、ワールド記念ホール、神戸ポートピアホテル、アリストンホテル神戸
会　長／ 中西　健（兵庫医科大学 内科学 腎・透析科 主任教授）

ホームページ　http://www2.convention.co.jp/63jsdt/index.html

第63回日本透析医学会学術集会・総会

108147_CONVE_P11_P12

17030201スガ→030601スガ→031301スガ→

Conference & Exhibition

11 CONVENTION KOBE 12CONVENTION KOBE

医師・コメディカルスタッフ・その他の医療関係者に、血管内治療の普及・発展を目指
した活動をこれまで行って参り、現在多領域にまたがって行われている血管内治療を研究
対象とした、学際的な活動を展開しております。
また近年、超急性期の脳血管血栓回収療法・大動脈グラフト留置術・アブレーション
治療など、血管内治療も劇的な発展を遂げ、その意義もますます高まってきております。
今回は、第24回日本血管内治療学会総会（JSEI2018）として、「他領域に学び、
多領域で歩む」をテーマに、2018年7月5日（木）～6日（金）の2 日間、神戸国際会議
場で開催致します。

会　期／ 2018年7月5日（木）～6日（金）
会　場／ 神戸国際展示場2号館2階・3階
会　長／ 坂井　信幸（神戸市立医療センター中央市民病院）

ホームページ　http://jsei2018.umin.jp/

第24回日本血管内治療学会総会（JSEI2018）

本学術総会のテーマを「精神医学・医療の普遍性と独自性 ‒医学・医療の変革の中で-、Commonality 
and Uniqueness of Psychiatry in Medicine and Medical Care」とし、2025年など人口構造や疾病
構造の急激な変化による医療提供体制の変革、医療保険制度改革、新専門医制度のスタートなどが精神
医学医療にどのような影響をもたらし、さまざまな重要な課題についていかに取り組むか、検討したいと考えて
おります。また、リサーチマインドを持った若手精神科医の育成のみならず、初期研修医や学部学生を含めた
将来精神科専門医を目指す若い力が学会を盛り上げるようなプログラムも積極的に取り入れたいと思います。
多数のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2018年6月21日（木）～23日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 米田　博（大阪医科大学医学部総合医学講座 神経精神医学教室 教授）
副会長／ 河﨑　建人（一般社団法人大阪精神科病院協会 会長）
 岡村　武彦（特定医療法人大阪精神医学研究所 新阿武山病院 院長）

ホームページ　http://www.congre.co.jp/jspn114/

第114回日本精神神経学会学術総会

この度、7月19日（木）～21日（土）の三日間、神戸国際会議場・神戸国際展示場・
神戸ポートピアホテルにおきまして、第16回日本臨床腫瘍学会学術集会を開催させてい
ただくことになりました。 
今回の学術集会はテーマを「Beyond Borders ─Nation, Organ, Profession─」と

しました。
海外から各領域の著名な研究者を招聘し、国際的にも最新かつハイレベルの議論を
行える学会となることを目指します。またトラベルアワードの枠を拡大し、海外より多くの演
題を集めたいと考えています。 
国内では激動する臨床腫瘍学、薬剤開発や規制、法規など、今最も注目されるトピッ

クスをテーマとし、充実したプログラムを計画しています。
国を超えて、臓器を超えて、職種を超えて、がんに関わる全ての人にとって有意義な
学術集会となるよう全力を尽くして準備させていただく所存です。
7月の神戸にて、皆様のお越しを心よりお待ち申し上げています。

会　期／ 2018年7月19日（木）～21日（土）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、神戸ポートピアホテル
会　長／ 中西　洋一（九州大学 胸部疾患研究施設）

ホームページ　http://www.congre.co.jp/jsmo2018/

第16回日本臨床腫瘍学会学術集会

第63回日本透析医学会学術集会・総会を神戸市にて開催いたします。
本学会は、腎代替療法を中心に「患者のためになる医療は何か」について真剣な議論

を戦わせるとともに、腎代替療法の水準を向上・維持する貴重な場となっております。
腎代替療法には代表的な血液透析・腹膜透析・腎移植に加えて、再生医療も遠くで

はありますが垣間見ることができる時代になってきました。一方本邦における透析療法は
高齢透析患者の増加にともなう要介護者の増加・看取りケアへの架け橋の議論そして患
者数の増加に伴う透析医療費の増大など幾つかの重要な問題を抱え、会員全体が気を
引き締めて共通の認識をもって対峙していかないと立ち行かなくなる状況に直面しています。
この様な経緯から「腎甦絶技」をテーマに、日本透析医学会会員の力を結集できる場を
提供し、腎機能と患者活力の甦りを図りたいと考えております。
多くの方々のご参加をお待ちしております。

会　期／ 2018年6月29日（金）～7月1日（日）
会　場／ 神戸国際会議場、神戸国際展示場、ワールド記念ホール、神戸ポートピアホテル、アリストンホテル神戸
会　長／ 中西　健（兵庫医科大学 内科学 腎・透析科 主任教授）

ホームページ　http://www2.convention.co.jp/63jsdt/index.html

第63回日本透析医学会学術集会・総会
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約65分

〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-12-2
Tel （078）302-8781　Fax （078）303-4006
URL http://www.world-kobe.jp
アクセス 神戸空港からポートライナーで8分（市民広場駅下車）
 各線三宮駅からポートライナーで10分（市民広場駅下車）

（公財）神戸市スポーツ教育協会・（株）神戸国際会館・アシックスジャパン㈱　共同企画

ワールド記念ホール（神戸ポートアイランドホール）

Conference & Exhibition

13 CONVENTION KOBE 14CONVENTION KOBE

第22回日本看護管理学会学術集会を神戸市にて開催することとなりました。本学術集会のメインテーマを、
「多様性をいかし新時代をひらく」とし、看護管理における多様性の活用を論点に、医療システム、キャリアス
キル、雇用形態、ライフスタイル、人種、障害の有無・年齢、職能・職種、資格、等の課題について探求し
たいと考えています。また、一般演題発表や、日本看護管理学会学術集会の特徴的な企画であるインフォメー
ション・エクスチェンジについては、会員の皆様からエントリーいただいた演題について活発なディスカッションの
場としたいと考えています。
参加される皆様にとりまして、有用な学術交流、活発な情報交換の場となりますよう、役割を果たして参りた

いと思っています。
是非とも多数のみなさまにご参加いただきますよう心からお願い申し上げます。

会　期／ 2018年8月24日（金）～25日（土）
会　場／ 神戸ポートピアホテル、神戸国際会議場
学術集会長／ 松浦　正子（神戸大学医学部附属病院 副病院長兼看護部長）

ホームページ　http://janap22.umin.jp/

第22回日本看護管理学会学術集会

「脳とその病いを成り立ちから理解する」を全体テーマとして掲げ、現在鋭意準備を進めています。この合同年会と時
期を同じくしてアジア太平洋地域生物学的精神医学会国際会議（WFSBP 2018 KOBE、同年同月7日から9日、神
戸商工会議所）が行われますので、3学会が連携した企画や、相互の学会場を行き来しやすいような参加登録の工夫も
行ないます。
大会のポスターやホームページにあるイラストは、多くの三角形をした断片が集合して「脳」ができあがっていく様子と、

逆に病気でそれが崩れていく様子を示しており、大会テーマを象徴的に表しています。
大会プログラムとして、プレナリー講演、シンポジウム、一般演題等に加え、非専門家向けの多くの教育講演や、特

に若手研究者を育成しその発展を奨励するために、若手道場や若手育成セミナーなどの特徴ある企画を計画しています。
多くの皆様方のご参加を心よりお待ち申し上げます。

会　期／ 2018年9月6日（木）～8日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 第40回日本生物学的精神医学会 神庭　重信（九州大学大学院 医学研究院 精神病態医学）
 第61回日本神経化学会大会 仲嶋　一範（慶應義塾大学 医学部 解剖学）

ホームページ　http://www.c-linkage.co.jp/jsbpjsn2018/

第40回日本生物学的精神医学会・第61回日本神経化学会大会 合同年会

神経科学の学問領域は、ますます拡大を続けています。分子、細胞、システム（神
経回路）のそれぞれを深く追求するスタンスから、より広く多階層にまたがる事象を統合
的に研究することが日常的に行われています。人工知能(AI) やビッグデータ解析などの
計算科学と神経科学の関連も深まっています。また、生理学的現象と病理学的現象
は表裏一体であり、基礎的研究が直接的に疾患病態の解明・治療開発につながる事
例も多く、基礎研究者と臨床研究者の連携がますます期待されています。
第４１回神経科学大会においては、躍進する神経科学の現状を把握し、世代を超えて、
神経科学の未来（New Horizon）を考える機会にしたいと願っております。大会最終
日の7月29日（日）には、一般の方々に向けて市民公開講座「脳科学の達人2018」も
予定しております。ぜひ多くの皆様に会場まで足をお運びいただければ幸甚です。

会　期／ 2018年7月26日（木）～7月29日（日）
会　場／ 神戸コンベンションセンター
主　催／ 日本神経科学学会

ホームページ　http://www.neuroscience2018.jnss.org/

第41回日本神経科学大会

阪神・淡路大震災等の経験を経て、1998年12月に日本災害看護学会が設立され、第1回年次大会は
翌年の7月に明石で開催されました。そして第20回の節目に再び兵庫県で年次大会を開催することができるこ
ととなりました。
兵庫県は、阪神・淡路大震災以降、災害に強い社会を目指し、看護を含めさまざまな分野で災害・防災に

ついて発信してまいりました。その兵庫に、再び、全国から災害看護に取り組む皆さまにお集まりいただき、
災害看護学のさらなる発展に向けて議論を交わすことができることは大変意義深いことと思っております。
第20回年次大会のテーマは「災害に立ち向かう看護のリーダーシップを探究する」といたしました。活発な
議論がなされ、新たな発信ができる機会となることを願っております。
多くの皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

会　期／ 2018年8月10日（金）～11日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 増野　園惠（公立大学法人兵庫県立大学 地域ケア開発研究所）

ホームページ　http://jsdn20.umin.jp/

一般社団法人 日本災害看護学会 第20回年次大会
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〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-12-2
Tel （078）302-8781　Fax （078）303-4006
URL http://www.world-kobe.jp
アクセス 神戸空港からポートライナーで8分（市民広場駅下車）
 各線三宮駅からポートライナーで10分（市民広場駅下車）

（公財）神戸市スポーツ教育協会・（株）神戸国際会館・アシックスジャパン㈱　共同企画

ワールド記念ホール（神戸ポートアイランドホール）

Conference & Exhibition

13 CONVENTION KOBE 14CONVENTION KOBE

第22回日本看護管理学会学術集会を神戸市にて開催することとなりました。本学術集会のメインテーマを、
「多様性をいかし新時代をひらく」とし、看護管理における多様性の活用を論点に、医療システム、キャリアス
キル、雇用形態、ライフスタイル、人種、障害の有無・年齢、職能・職種、資格、等の課題について探求し
たいと考えています。また、一般演題発表や、日本看護管理学会学術集会の特徴的な企画であるインフォメー
ション・エクスチェンジについては、会員の皆様からエントリーいただいた演題について活発なディスカッションの
場としたいと考えています。
参加される皆様にとりまして、有用な学術交流、活発な情報交換の場となりますよう、役割を果たして参りた

いと思っています。
是非とも多数のみなさまにご参加いただきますよう心からお願い申し上げます。

会　期／ 2018年8月24日（金）～25日（土）
会　場／ 神戸ポートピアホテル、神戸国際会議場
学術集会長／ 松浦　正子（神戸大学医学部附属病院 副病院長兼看護部長）

ホームページ　http://janap22.umin.jp/

第22回日本看護管理学会学術集会

「脳とその病いを成り立ちから理解する」を全体テーマとして掲げ、現在鋭意準備を進めています。この合同年会と時
期を同じくしてアジア太平洋地域生物学的精神医学会国際会議（WFSBP 2018 KOBE、同年同月7日から9日、神
戸商工会議所）が行われますので、3学会が連携した企画や、相互の学会場を行き来しやすいような参加登録の工夫も
行ないます。
大会のポスターやホームページにあるイラストは、多くの三角形をした断片が集合して「脳」ができあがっていく様子と、

逆に病気でそれが崩れていく様子を示しており、大会テーマを象徴的に表しています。
大会プログラムとして、プレナリー講演、シンポジウム、一般演題等に加え、非専門家向けの多くの教育講演や、特

に若手研究者を育成しその発展を奨励するために、若手道場や若手育成セミナーなどの特徴ある企画を計画しています。
多くの皆様方のご参加を心よりお待ち申し上げます。

会　期／ 2018年9月6日（木）～8日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 第40回日本生物学的精神医学会 神庭　重信（九州大学大学院 医学研究院 精神病態医学）
 第61回日本神経化学会大会 仲嶋　一範（慶應義塾大学 医学部 解剖学）

ホームページ　http://www.c-linkage.co.jp/jsbpjsn2018/

第40回日本生物学的精神医学会・第61回日本神経化学会大会 合同年会

神経科学の学問領域は、ますます拡大を続けています。分子、細胞、システム（神
経回路）のそれぞれを深く追求するスタンスから、より広く多階層にまたがる事象を統合
的に研究することが日常的に行われています。人工知能(AI) やビッグデータ解析などの
計算科学と神経科学の関連も深まっています。また、生理学的現象と病理学的現象
は表裏一体であり、基礎的研究が直接的に疾患病態の解明・治療開発につながる事
例も多く、基礎研究者と臨床研究者の連携がますます期待されています。
第４１回神経科学大会においては、躍進する神経科学の現状を把握し、世代を超えて、
神経科学の未来（New Horizon）を考える機会にしたいと願っております。大会最終
日の7月29日（日）には、一般の方々に向けて市民公開講座「脳科学の達人2018」も
予定しております。ぜひ多くの皆様に会場まで足をお運びいただければ幸甚です。

会　期／ 2018年7月26日（木）～7月29日（日）
会　場／ 神戸コンベンションセンター
主　催／ 日本神経科学学会

ホームページ　http://www.neuroscience2018.jnss.org/

第41回日本神経科学大会

阪神・淡路大震災等の経験を経て、1998年12月に日本災害看護学会が設立され、第1回年次大会は
翌年の7月に明石で開催されました。そして第20回の節目に再び兵庫県で年次大会を開催することができるこ
ととなりました。
兵庫県は、阪神・淡路大震災以降、災害に強い社会を目指し、看護を含めさまざまな分野で災害・防災に

ついて発信してまいりました。その兵庫に、再び、全国から災害看護に取り組む皆さまにお集まりいただき、
災害看護学のさらなる発展に向けて議論を交わすことができることは大変意義深いことと思っております。
第20回年次大会のテーマは「災害に立ち向かう看護のリーダーシップを探究する」といたしました。活発な
議論がなされ、新たな発信ができる機会となることを願っております。
多くの皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

会　期／ 2018年8月10日（金）～11日（土）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 増野　園惠（公立大学法人兵庫県立大学 地域ケア開発研究所）

ホームページ　http://jsdn20.umin.jp/

一般社団法人 日本災害看護学会 第20回年次大会
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想い出に残る会議の舞台　神戸コンベンションセンター

・神戸空港から8分、日本一空港に近いコンベンションセンター
・東京から新幹線で約2時間47分　飛行機で約1時間

●バラエティに富んだ会場
国際会議場
　　692名から10名まで
　　ご利用可能な21の会議室
国際展示場
　　総展示面積13,600㎡
　　2号館1階コンベンションホールは
　　シアター使用で4,000名収容可能

●経験豊かなスタッフが運営をサポート

●リーズナブルな価格も魅力

access
メインホール ■ ご予約はこちらまで

　 TEL ： ０７８－３０２－５２００（代） （一財）神戸観光局　
    E-mail ： kobe.conf-exb@kcva.or.jp 〒650-0046　神戸市中央区港島中町6-9-1

Conference & Exhibition
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過去に障害者が無視され差別された時代から、様々な福祉サービスの支援を受ける立場へと変遷してきました。そ
して、今、ともすると障害者はかわいそう、何もできないといった誤解や偏見に満ちた時代から真の共生、インクルー
シブの時代へと社会の意識も変革の兆しが見えます。2018年の視覚障害リハビリテーション研究発表大会では
2020年のオリンピック・パラリンピックへ、さらに未来へ向けて、視覚リハも新時代への進化を見せたいと考えています。
本大会では視覚障害者を支援する医療・福祉・教育の専門家による研究発表、各業界の第一人者による特別

講演を予定しています。視覚リハも様々なデバイスの発達などで新時代に突入しようとしています。今回は最先端の
福祉機器展示会を予定し、その場で体験してもらえるスペースも用意しています。加えて視覚障害者による落語や
社交ダンスの発表会、視覚障害者のパラスポーツの紹介・体験なども予定しています。
この大会で我々が目指すものは、可能性の再発見、そして自立へのさらなる挑戦です。

会　期／ 2018年9月14日（金）～16日（日）
会　場／ 神戸国際会議場 5F 会議室501、神戸国際展示場 2号館 1F、神戸アイセンター
大会長／ 髙橋　政代（国立研究開発法人 理化学研究所）
主　催／ 視覚障害リハビリテーション協会

ホームページ　http://jarvi.jpn.org/

第27回視覚障害リハビリテーション研究発表大会 in 神戸

船舶の安全性を向上させるため、物理則に基づく船舶復原性基準の策定とリスクベース安
全設計指針をテーマとし、２つの会議を同時開催します。STAB2018では現在国連専門機関
の一つである国際海事機関で進められている第２世代復原性基準の策定の動向を踏まえ、そ
れらの構築に寄与する技術的知見を討議します。またDFS2018では、リスクベース安全設計
の海事分野への応用を図ることで柔軟な設計指針に関する技術的知見を討議します。両会議
とも船舶の安全性に関する国際会議であり、前回の日本開催が東京（1982年）であったこと
から、関西地区が選ばれました。今回の開催地神戸は開港以来日本有数の港町として栄えて
きた歴史的都市であり、第二回の開催に最もふさわしいと考えています。

会　期／ 2018年9月16日（日）～21日（金）
会　場／ 神戸国際会議場
主　催／ 国土交通省・大阪大学・大阪府立大学
特別協賛／ 日本海事協会

ホームページ http://stab2018.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/index.html
 http://dfs2018.naoe.eng.osaka-u.ac.jp/

STAB2018(Internarial conference on the Stability of Ships and Ocean Vehicles)とDFS2018(International Maritime Conference on Design for Safety)

ホームページ　http://www.rman.jp/meetings2018/

リサーチ・アドミニストレーター（URA）は、大学、研究機関等の研究力強化、及び研究者が研究に専念で
きる環境を構築するために設けられた、高度研究マネジメント専門職です。本大会は、我が国の学術及び科
学技術の振興、並びにイノベーション創出を目的に、国内外のURAと政府関係者等が一堂に会し、研究力
強化のための課題解決について議論を行い、URA人材と組織の定着、URAのスキル向上を通して研究マネ
ジメントの基盤を発展させ、我が国の大学等の研究力強化に貢献します。
本大会では協議会が主導する執行部セッションや省庁セッション、会員が企画するセッション、個人発表、
URAに関連する企業が発表するセッションなどバラエティーに富んでおります。本大会より、国際連携の強化
を目的に、世界各地域のURA団体からチェアクラスを招聘した国際会議を同時に開催します。URAが集まる
日本最大規模の大会です。ご興味がある方はぜひご参加ください。

会　期／ 2018年9月19日（水）～20日（木）
会　場／ 神戸国際会議場
大会長／ 小川　真人（神戸大学 理事・副学長）
主　催／ リサーチ・アドミニストレーター協議会

リサーチ・アドミニストレーター協議会第4回年次大会　4th RMAN-J Annual Conference
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今秋、12年振りに日本で開催される、電気自動車・ハイブリッド車・燃料電池車など電動車両（EV）分野における
世界最大のシンポジウム・展示会 EVS 31。世界各国の企業や政府関係者、有識者、技術者、研究者、EV関
連団体等が一堂に会し、EVの最新技術や研究開発情報の発表が行われ活発な議論が交わされます。
■開催テーマ：Leading a Smart Society with New Mobility
■展示会･試乗会：最新のEVや構成部品、アカデミックな研究成果等を展示。主要なEVにも試乗できます。
■シンポジウム：主要メーカーの他、国内外トップクラスの方々による基調講演、将来のEV社会像やそれを支える技術についての各分
野キーパーソンによるパネルセッションを開催。そしてテクニカルセッションEVTeC 2018では技術･研究開発、政策や普及活動等に
ついての成果が多数発表されます。
■公式サイトにて参加登録受付中です。
展示会･試乗会は参加無料です。

会　期／ 2018年9月30日（日）～10月3日（水）
会　場／ 神戸コンベンションセンター（神戸国際会議場＆展示場）
主　催／ 一般財団法人日本自動車研究所（JARI）EVS 31組織委員会

ホームページ　http://www.evs31.org

第31回 国際電気自動車シンポジウム･展示会（EVS 31）

EVS 30（ドイツ・シュトゥットガルト/2017年10月）の様子
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